
調達件名：「公益認定等総合情報システムの法改正・進捗管理機能等に係る改修業務」に係る調達

意見の総数 8

項 頁番号 行番号 項目 種別 意見 理由 対応
1 公益認定等総合情報システ

ムの法改正・進捗管理機能等
に係る改修業務仕様書
（案）P1

- 3.調達範囲 4 以下の要件について追記のご検討をお願いします（下線
部追記案）。
「※ガバメント・クラウドの仕様及び運用開始時期が、令
和４年度第３四半期までに不明な場合は、公益認定等委
員会事務局がISMAP クラウドサービスリストに登録され
たクラウドサービス（以下「ISMAP クラウド」という。）を別
途調達し、本システムはISMAP クラウドに移行する。クラ
ウドサービスの変更にともない当調達の作業計画や作
業スコープに見直しが必要な場合は、対応方針について
公益認定等委員会事務局と別途協議する。」

システム基盤であるクラウドサービスがガバメント・クラウ
ドから変更になった場合、当システムの設計内容や業者
間の役割分担、マスタスケジュールに影響が発生する可
能性が高いため。

御意見のとおり修正します。

2 公益認定等総合情報システ
ムの法改正・進捗管理機能等
に係る改修業務仕様書
（案）P2

- 4.業務の実施内容
4.1.2(3)①基本設計

1 以下の要件について追記のご検討をお願いします（下線
部追記案）。
「ユーザインタフェースに係る設計については、ユーザエ
クスペリエンス（UX）の向上を図る観点から、プロトタイプ
を作成しつつ、ユーザの要望を反映しながら開発するア
ジャイル開発を前提とすること。プロトタイプについては、
主管課にワークショップ等の形式で複数回、内容を確認
し、設計へ反映させること。なお、プロトタイプ作成範囲は
ユーザインタフェースを大きく変更する機能を対象とし、
作成・確認方法とあわせて計画時に検討・調整を行った
上で実施すること。」

改修対象の全画面においてプロトタイプ作成を実施する
場合、作成及び調整の負担が大きいと考えるため、ユー
ザインタフェースを抜本的に見直しする機能（進捗管理
機能等）に絞って実施することが効果的であると考える
ため。

御意見のとおり修正します。

3 公益認定等総合情報システ
ムの法改正・進捗管理機能等
に係る改修業務仕様書
（案）P4

- 4.業務の実施内容
4.1.2(5)情報システムの移行

4 移行時に許容されるシステム停止期間及び想定される
時期（〇年〇月）について追記のご検討をお願いしま
す。

移行方式（一括移行／差分移行）や移行にかかる見積
に大きく影響するため。

想定困難のため、仕様書への記載はしません。

4 公益認定等総合情報システ
ムの法改正・進捗管理機能等
に係る改修業務仕様書
（案）P6

- 4.業務の実施内容
4.1.2(9)教育に関する事項

1 以下の要件について追記のご検討をお願いします（下線
部追記案）。
「請負者は、システム改修後の運用開始前に内閣府及
び都道府県に所属する職員（事務補佐員等を含む。）及
び電子申請を行う公益法人等を対象とした操作マニュア
ルに必要な修正を行うとともに、必要に応じて教材を作
成して集合研修を実施すること。」

現行システムと機能に大きな変更がない場合、研修の実
施は特段不要であると考えるため。

御意見のとおり修正します。

5 公益認定等総合情報システ
ムの法改正・進捗管理機能等
に係る改修業務仕様書
（案）P6

- 4.業務の実施内容
4.1.3　作業スケジュール

4 以下、重要と考えるマイルストーンについて追記のご検
討をお願いします。
・ガバメントクラウドからのサービス提供開始時期
・ガバメントクラウド上でのシステム稼働開始時期（関連
システムの制約から2023年11月末を想定）

マスタスケジュールや作業計画に大きな影響があるマイ
ルストーン・前提条件・制約条件であるため。

ガバメントクラウドに係る時期については、想定が困難
なため契約後適宜情報共有いたします。



6 別紙1　P8 - ５　課題一覧 4 記載のご要件のうち、現時点で方針未定の案件につい
て、要件の見直しまたは削除のご検討をお願いいたしま
す。

クラウド移行も本調達内で実施するので、アプリケーショ
ンの改修にかけられる工期は限定的であると考えられる
ため。

システム不具合に係る内容であり、仕様書の変更は行
いません。

7 別紙2　改修内容P1 - １　システム更改概要 4 記載のご要件のうち、現時点で方針未定の案件につい
て、要件の見直しまたは削除のご検討をお願いいたしま
す。

クラウド移行も本調達内で実施するので、アプリケーショ
ンの改修にかけられる工期は限定的であると考えられる
ため。

公益認定制度の運用において重要な内容であり、仕
様書の変更は行いません。

8 別紙2　改修内容P5 2.4 利用者環境 4 システム稼働時点でサポート対象外となる製品につい
て、除外をお願いいたします。
・ブラウザ：Microsoft Edge, 及びGoogle Chrome
・オフィスソフト：Microsoft Office 2013以降

セキュリティの観点よりサポート対象外となる製品の利
用は好ましくないため。

御意見のとおり修正します。

注）

１．種別欄には、意見の種類を以下から選択して、その番号を記載すること。

[1.要求水準を下げる。 2.要求水準を上げる。 3.文章だけを修正する。 4.その他]
２．意見及び、理由は、明確かつ簡潔に記載すること。

３．本様式の変更は、行わないこと。

４．電子媒体（CD-R等）も併せて提出のこと。
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